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「不変資本充用上の節約」の位置と構成

資本の廃物に対する関係を中心に一一

吉田文和

はじめに

本稿は，資本主義のもとで不可避的に発生する公害問題の経済的分析の視角

を定める準備作業として『資本論』第3巻第5章「不変資木充用上の節約」の

『資本論』体系上における位置を確認するとともに，その内部構成宥検討し，

さらに，これを基礎として，資本の廃物に対する関係を理論的に考察すること

を課題としている。

今日，公害，資源問題の深刻化に対して，マルクス経済学の側からの研究が

すすめられており， そのさいの重要な分析視角として「不変資本充用上の節

約」が位置づけられてきた。他方これにたいして i不変資本充用上の節約」

視角の限界についても指摘されている九

だが i不変資本充用上の節約」を分析視角にするにしても，またその限界

をのべるにしても i不変資本充用上の節約Jそのものの理解が必ずしも一致

していないようにおもわれる。このことは，たとえば，のちにのべるように，

こり章の邦訳の理論的核心部分に誤訳がめだっことにもあらわれている。

そこでまず，古典そのものの正確な理解と今日の問題を分析するさいに発展

させるべき視角を検討することが必要とおもわれる。

本稿は，まずはじめに不変資本充用上の節約」の『資本論』における位

置を確認する。つぎに，この章の内部構成を分析し， i不変資本充用上の節約」

1) 遺藤晃，価値法則と資源環境問愚 「現代と思想」第13号， 1973年， 108~-'./~ 

同，書評・工藤晃署「日木桂曹と環境問題ム「経揖J1976年3月号， 180ベ一九
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における二つの基礎概念をあきらかにし I節約」の事例の『資本論』におけ

る位置づけを確認する。最後に，公害・資源問題を分析するさいの棄となる廃

物問題について l不変資本充用上の節約」視点から整理する。

1 I不変資本充用上の節約」の位置

(1) 利潤率と「不変資本充用上の節約」

『資本論』第3巻第1篇の構成はっきのようになっている団

第 1篇剰余価値の利潤への転化と剰余価値率。利潤率へ白転化

第1章費用価格と利潤

第2章利潤率

第3章利潤率と剰余価直率とり関係

第4章回転が利i高率に及ぼす影響

第5章不変資本充用上の節約

第6章価格変動の影響

第 1篇は，全体として，利潤および利潤率の転化の必然性と概念規定がおこ

なわれているが，第5章は「剰余価値が与えられていれば，利潤率を高くする

ためには，商品生産に必要な不変資本の価値の減少によるほかはないJ2lとして

位置づけられているものである。

こり視角は，刺潤率を基軸としー亡いるために，利潤率が生産の推進力となっ

ている資本主義の不可避的産物としての公害を分析するさL、には重要な指標と

なるものである。

「資本論』第 1巻第11章「協業」においても，生産手段の節約についての考

察視点が定式化されているu

「生産手段目節約は， 般に，二重の観点から考察きれなければならない。第ーに

は，この節約が商品を安<L，またそうすることによって労働力の価値を低下させ

2) K. Marx. .. Das Kapital，" Bd. III. Maれ'X.EngelsWerk.e， Dietz Verlag， Bd. 25， S. 90. 
邦訳『マルクス，エンケツレス全集』第25巻第1分冊、大月書庖版.101ヘ ク，以下ではK.III， 
S. 90， 101へージというように略記する。
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るかぎりで，第二には，それが投下総資本にたいする，すなわち総資本り不変成分と

可変資本との価値総額にたいする剰余価値の割合を変化させるかぎりで」の

第一目観点と第二の観点目ちがし、は，直接には，第二の点は，部門にかかわ

りなくおこるというととである。なぜならば，

「不変資本の価値目減少によって，つまりその費用の高さの減少によって，ひ雪起

こされる利閏率の上昇は，それが生ずる産業部門で生産されるものが者修生産物であ

るか，そわ1-i労働者の消費にはいる生活手段であるか，それとも牛産手段一般であ

るか，にはまった〈かかわりがないということであるJ"

したがって.不変資本充用上の節約が，労働者の消費にはいる生産物を生産

する部門で起きるならば，二重の点から，すなわち，一方では不変資本の価値

が減少することから，他方では剰余価値の増加から利潤率の上昇が起きる。こ

の点について，第3巻第50章「競争の外観」において，つぎのようにのべられ

ている。

「節約などによる不変資本投下の減少が，労働者の消費にほし、る生産物を生産する

諸部門で起きるならば，このことは，労働者の生活手段を安くするので，充用労働そ

のものの生産性の直接的増大と同じように，労賃D低下をひき起こすことができ，し

たがってまた剰余価値の増大をひき起こすことができるであろう。 Lたがって，利潤

率はこの場合には二重のぼ囚から増大するであろう。すなわち，一方では不変資本。

価値が減少するからであり 3 他方では剰余価値が増加するからである。JO'

以上のように，不変資本充用上の節約は，第 には，不変資本の価値減少に

より利潤率を高め，第三に，剰余価値の増加により利潤率を高める。

この ζとを某礎にして，不変資本充用上の節約は，資本を遊離させることに

よって，一層の資本投下の条件をつくり，手iJi国率を高める条件になる。

第 3巻第3章「利潤率と剰余価値率との関係」ではつぎのようにのべられて

し、る。

3) Ibid.. K. I. S. 344. 427へ ジ，傍点は引用者6
4) Ibid.， K. nI， S. 94. 105-106ベージ.
5) lbid.. K. IIL S. 865. 1097-1日9'へージ@



「不変資本充用上の節約」の位置と構成 (405) 95 

「不変資本の節約は3 一面では利時率を高〈し他面では資本を遊離させるので，資

本家にとって重要なことである J6)

このように，不変資本充用上の節約による資本の遊離から生まれる利潤率の

上昇が派生的に生ずるのであり，すでに指摘した基本的な二点とあわせて，合

計，三ろゐ露首点J、色不変資本充用上の節約が位置づけられるのである。
(2) 個別資本と「不変資本充用上旬節約」

現実の資本主義企業による公害発生を分析するために，個別資本の視点から

みて，この不変資本充用上の節約を位置づけると，以上の事情がどのよラにあ

らオフれるであろうか。

¥資本主圭量的競争下にある企業は，超過利潤を追求ι，この超過矛IJ潤は費用価

格の減少によって生みだされる。資本空義企業は費用価格すなわち生産費の減

少のために「不変資本充用上の節約」を追求するのである。

第 3巻第38章「差額地代，総説」は，生産費の減少を規定する二つの事情に

ついて，つぎのようにのべている。

「ある個別資本が平成的生産部門で実現する超過利日聞は， 費用価格，つまり生

産費の減少から生ずるのでめって，この減少はまた次の二つの事情のどちらかによる

ものである。

すなわち，資本が平均よりも大吉な量で充用され，したがって，生産上の空費が減

少するとともに，労働の生産力を高くする一般的な諸原因が，より大きな労働場面で

作用することによコて，より高い程度，より大きい強度で作用することがで雪るとい

う事情か，または，機能資本の大ききは別としても，よりすぐれた労働方法や新たな

発明や改良された機械や化学的な製造上の秘法など，要するに新しい，改良された，

平均水準をこえた生産手段や生産方法が充用されるという事情かによるものであ

るJ')

のちにくわし〈考察するように， 前者の事情(，充用資本の大きさによるJ)は

「不変資本そのものの充用上の節約」であり， 後者の事情(，資本のより合目的

6) Ibid.， K. III. S. 70. 75へージ。
γ) Ibid.， K. III. S. 657， 831へク。
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的充用J)は「不変資本の生産に充用される労働の節約」を含んでいる。ともに

「不変資本充用上の節約」である。

個別資本はζのような「不変資本充用上の節約」によって，費用価格すなわ

ち生産費を減少させ，超過利潤を追求するのである。

とくに，費用価格り低減という視点から，不変資本町充用と可変資本の充用

をみると，価値移転のちがいから，不変資本の充用は可変資本の充用よりも安

上がりなものとなる。

第 3巻第41章「差額地代I!，第ーの場合」でつぎのようにのべられている。

「資本主義的生産の立場に立ョてB 剰余価値の増大ではなく費用価格の低減。点か

らみれば， 不変資本の充用はつねに可変資本の充用よりも安上がりである。J"l

との過程は，資本主義的「合理化」の一環と Lてあらわれるυ したがって，

費用価格の低減視点からみれぽ，可変資本の充用よりも不変資本の充用にむか

い，さらに，その不変資本も「不変資本充用上の節約 1によって.費用価格の

低減がはかられるのである。

以上の費用価格低減のための諸方法は i充用資本の大きさによる」にせよ，

「資本のより合目的的充用」にせよ，可変資本充月を不変資本充用によって代

替するにせよ，全て可変資本に対する不変資本の比重を高め，利潤率の低下に

作用する傾向がある。

そして， ζの利潤率の傾向的低下に反対する諸原因としてもまた「不変資本

充用上の節約」が位置づけられる。

第3巻第14章「反対に作用する諸原因」第3節「不変資本の諸要素の低廉

化」はつぎのようにのべている。

「この第3部第1篇で，乗余価直率が不変な場合に，または剰余価値率とは無関係

に， fU同率在高くする諸原因についてのべたことは，すべてことに属するJ'l

このように，個別資本の費用価格低減への努力は，結果的に不変資本充

8) lbid， K. III， S. 702， 889へ九
9) Ibid.， K. III， S. 245， 295ベ一九
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用上の節約」に全て作用するのである。

Il Iニつの節約」の区別

(407) 97 

これまで， w資本論』体系における「不変資本充用上の節約」の位置をあき
らかにしたが，つぎに I不変資本充用:との節約」の章の内部構成を検討する。

従来の研究史においては，問題関心のうすさから， ζの章の検討が充分にお

こなわれず I不変資本充用上の節約」として，いくつの事例が数えられてい

るのか，またそれらの基本的性格と相互関係，第日巻までの成果をどうふまえ

ているのか，第i節「概説」と第Z節かり第5節の関係，などがあきらかにさ

れているとはおもわれなし，10)Q 

「不変資本充用上の節約」の基本的性格をあきらかにし，その内客を解明す

るうえで不変資本を生産する労働の節約，あるいは不変資本の生産に充用

される社会的労働の生産性の搾取にもと寸〈節約J11lと「不変資本そのものの

充用上の節約J12)をl又別するよとが重要である。

「不変資本充用上の節約」の事例説明のなかで産業の前進的発展から生

ずるこの種の不変資本節約に特徴的なことは，この場合にはある一つの産業部

門での利潤率の上昇が他の産業部門での労働の生産力のおかげだということで

あるJ13lと指摘したあとで，つぎのようにのべている。

「もう一つの利潤率増大は，不変資本主生産する労働の節約からではなく，不変資

半与るLるみ:iE点王占命ゐ (dieOkonom時四 der Anwendung des Konstanten 
Kapitals selbsのから生ずる。労働者の集積および彼等の大規模協業によって，一方

では不変資本が節約される。同じ建物，援房および灯火設備などの費用は，大規模生

産の場合には小規模生産の場合よりも比較的に少い。同じことは動力機および作業機

についてもいえる。それらり価値は絶対的には増加するが，生産白拡大の進展と比較

10) たとえばロ ゼンベルク『資本論註解4J(邦訳)1962年，宇野弘蔵漏『資本論研究NJ196恒t
1l) Op. cit.， K. III， 5S. 92-93， 104へ少。
12) Qραt.， K. III， SS. 92-93. 104ベ--;/0
13) Op. al.， K. III， S. 92， 103ベク。
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L-.可変資本の大いきまたは運動させられる労働力り分量と比較すれば，相対的に減

少する。ある資本がそれ自身白生産部門で行う節約は，きしあたり直接には，労働の

節約，すなわち，それ自身の労働者の支払労働の減少にある。前述り節約は，これに

反L-.他人の不払労働りょうした最大可能な取得を亡きるだけ節約的な仕Jrc-ーす

なわち与えられた生産規模のもとでできるだけわずかの費用で 実行することにあ

る。この節約が不変資本の生産に充用される社会的労働の生産性の既述の搾取にもと

づ〈のではなく，不変資本そのものの充用上の節約にあるかぎりでは，この節約は，

一定の生産部門そのものの内部における労働の協業および社会的形態から直接に生ず

るか，さもなければ，その使用価値が増大するのと同じ程度ではその価値が増大しな

いような規模での機械などの生産力通ら生ずる。J14)

また， 第 l節「概説」の総括部分において， 資本の二つの傾向， すなわち

「生産物の生産に必要な労働を，労働の社会的生産諸力の搾取によって絶えず

縮少する傾向」と「充用不変資本の価値をできるかぎりの最小限に節減しよう

とする傾向」を指摘している 15)。

ここからあきらかなように I不変資本を生産する労働の節約」すなわち

「不変資本の生産に充用される社会的労働の生産性の搾取にもとづく節約」と

「不変資本そのものの充用上の節約」すなわち「他人の不払労働の最大可能な

取得をできるだけ節約的な仕方で すなわち与えられた生産規模のもとでで

きるだけわずかの費用で一一実行すること」が区別され，と〈に「生産条件。

共同使用による節約」が「不変資本そのものの充用上の節約」の例とされ，

|他産業における生産力の発展による節約」が「不変資本を生産する労働の宣言

約」の例とされている。

すでにのへたように，費用価格すなわち生産費の減少は，二つの事情にょう

て生まれる。そのうち I充用資本のよきさによる」すなわち「資本が平均よ

14) Opαt.， K. III， SS. 92-93. 104ペ ジ。傍点は号|用者，大月書庖版「不変腎本の充用そのも
のの節約J (104へ ジ〕は誤訟である。
15) O.ρ cit.， K. III， S. 97， 109ぺ 三人大月書百版「必要な労働に還元J(109へージ〉は「必要
労働に節減」の誤訳である，
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りも大きな量で充用され， したがって，生産上の空費が減少するとともに，労

働の生産力を高くする一般的な諸原因が，より大きな労働場面で作用すること

によって， より高い程度， より大きい強度で作用することができるという事

情J16)は「不変資本そのものの充用上の節約」であり，資本のより合目的的

充用」すなわち「よりすくずれた機械や化学的な製造上の秘技など，要するに新

しい，改良された，平均ぷ準を ζ えた生産手段や生産方法が充用されるという

事情」閣は「不変資本の生産に充用される労働り節約」を含んでいる1九

「概説」でのべられているいくつかの事例は二つの節約」のうちいずれ

かに区別され，基本的性格も区別される。

III 不変資本充用上の節約」の構成

「不変資本の生産に充用される労働の節約」に分類される事例から，その基

本的性格 3巻までの分析成果との関連，第2節から第5節との関係，につい

て解明する。

(1) 生産上の廃物の利用

この問題はのちに詳しく考察するが，生産上の廃物の利用は，生産諸条牛に

おける節約の第二の部門ιしてつぎのようにのべられている。
「生産上の廃物一一いわゆる屑 を同ー産業部門なり他の産業部門なりの新たな

生産要素に再転化すること，すなわち，こりいわゆる廃物が主産したがっ亡消費一一

生産的または個人的な り循環内に投げ返きれる過程。ことである。 この屑は，

新たな生産要素とLて果たす役立ちは別として 3 それが再び売られうるものとなるの

16) Op. cit.， K. JH只日7，881へージー
17) 以上のように， ，不変資本充用上の節約」は二つの場合のどちらも「労働の社会化Jによって
可能になる。，弓変資本を生産する労働の節約」は社会的分業という全制度の利益であ忍鳴か

される労働の在会出佳品J(K. m， S. 92， 1回へ のが前提であり， ，不変資本そりものの充用
上の節約」は i労働者の集合と共同作業つまり労動り社会主的結合」という労働甲在ゐ山岳品 (K
m. S.89， 101ベージ〉が前提である。この二つは「労働の社会化」の主要内容である。ところで，
利根)1陥夫氏による「不変資本充用上の節約jについて0)， 本稿も多〈を負うている先駆的，本
格的研明， ，明治暁期および大正年聞における鉱山公害問題111J(，国民生活研究」第15巻第 2号，
I町5名 49ヘージ)比この暫芋?亨守のみ杭 「不変資本充用上の節約」にあたるとされてい
る.しかし，以上のように，二つの事情まともに「不変資本充用上の節約」である。
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に比例して，原料費 原料費にはつねに，原料の正常的な屑，すなわち，原料加工

にさいし平均的に無駄にならざるをえない分量が算入されているーーを安上りにする。

との不変資本自坊ナの費用の軽減は，珂I変資本の大いさ及ひず剰余価値率が与えられ亡い

る場合には，それに応じ，利潤率を増大させる。J18)

廃物の午IJ用を可能にする条件はつぎのものである。

「大規模作業の場合にのみみられる魔物。大量性。与えられた形態りままではこれ

まで利用できなかった材料を新生産に役立ちうる姿に変えるための機紙の改良。こ白

ような屑の有用的属性宇発見する科学，と〈に化学の進歩J19)

この節約は，廃物の大量性という点では不変資本そのものの充用卜の節

約」に共通するとはいえ，基本的には，機械の改良と化学の進歩におうている。

このことは，第l巻第22章「剰余価値の資本への転化」において，廃物利用が

科学進歩を無償でとり入れる例とされ，つぎのようにのべられていることから

もあきらかである。

「化学の進歩は，同時に，生産過程と消費過程の廃物を再生産過程の循環のなかに

投げ返すことを教え，したがって，先だっ資本投下を必要としないで新たな資本素材

をつ〈りだす。」判

したがって，生産上の廃物の利用は「不変資本を生産する労働の節約」に分

類される。

第 2節から第5節との関連では，第4節「生産上の廃物の利用」で主に詳し

い説明がなされているが，第5節「発明による節約」も関連しているo

(2) 流通期間の短縮から生ずる不変資本投ドの節約

交通手段の発展が本質的な物質的基礎とされる流通期聞の短縮から生ずる不

変資本投下の節約は汽 交通手段の発達による原料価格の低下である。

18) Op 口t.，K. III， 5S. 89-90， 101ベータ。大月番庖版'e'ま Exkrementは排世物， Abfalle 
は廃?物であるが，長幸部訳にしたがい，各々 ，廃嫡，屑としたむ 「生産上町廃物」と区別される
「消費上の魔物」についてはここではたちいらない.
19) 口ρ cit.，K. III， S. 111， 127へジ。
20) 0，り cit:，K. 1， S. 632， 789ベーゾ。
21) Op. cit.， K. III， S. 91， 102へーヅ
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第a巻第4章「回転が利潤率に及ぼす影響」において，流通期聞を短縮する
ための主要な手段として交通の改良が指摘されているが22)， 流通期間の短縮は

資本の回転をはやめることによって利潤率を高めると同時に，原料価格を低下

させ，このことによって， I不変資本を生産する労働の節約」をおこない，利

潤率を高めるのである。

第 Z節から第邑節との関連では第5節「発明による節約」に関連している。

(3) 機械の不断の改良から生ずる節約

「概説」では①機械の材料の改良，たとえば木に代わる鉄。②機械製造一般

の改良による機械類の低廉化。したがって，不変資本の固定部分の価値は，大

規模な作業の発達につれて絶えず増大するとはいえ，けっしてそれと同じ程度

には増大しないということ。①既存の機械がより安価により有効に作業するご

と世可能にする特殊な諸改良。たとえば，ボイラーの改良。③より良い機械に

よる屑の減少2吋 E指摘されている。

このうち， ①はすでに， 第 l巻第四章「機械と大工業」第1節「機械の発

達」で指摘されている問。

②は，同じく「機械の発達」で I機械による機械の生産Jとして指摘され

ている的容である25'0

部分的には「不変資本そのものの充用上の節約」としての性格をもっとはい

え，京本的には I不変資本を生産する労働の節約」である。

⑤は I機械と大工業」第3節「機械の労働者に及ぼす直接的影響」の「労

働の強化」で， 1848~52年になされた蒸気機関の改良として言及されている加。

c!lは，のちに許しく検討する「生産上の廃物の利用」に位置づけられる，廃

物を出さないようにする節約を機械の問題としてみた内容 Eある。

22) 0ρ cit.， K. III， S. 81， 90ベジ。
23)ορ ctt.， K. III， S. 91， 102ベージ。
24) Op. cit.， K. 1， 5_ 404， 500へ--/0
25) Opαt.， K. 1， S. 405， 501ベジロ
26) Op. at.， K. 1， S. 437， 541くージ固



102 (412) 第 117巻第5・6号

第 2節から第5節との関連でみれば，第3節「発動， 伝動， 建物の節約J，

第 4節「生産上の廃物の利用J，第5節「発明による節約」に関連している。

(4) 原料，補助材料の良さによる節約

基本的に(3)に規定されることであるが， (3)と区別されるものとして，原料，

補助材料の良さによる節制がある。つぎのようにのべられ亡いる。

「 それらり合目的性 つまり，機械が良いばかりでなく原料および補防材料

も良いこと である。利潤率は部分的にほ原料。良さにかかる。材料が良ければ出

す屑が少い。だから同一分量の労働を四取するのに必要な原料の分量が減少する。さ

らに，作業機がうける抵抗が減少する。部分的には，これは，剰余価値および剰余価

値率にも影響する。労働者は，原料が悪ければ，同 分量を加工するためにより多く

り時間を要する。賃金支払が同等不変ならば，その結果として剰余労働が減少する。

これはさらに，資本の再生産および蓄積にも非常に大きく作用するJ27)

原料，補助材料の良さによる節約針重要なのは，部分的には，剰余価値，剰

余価値率にも影響し， したがって，利潤率にも影響し，二重に利潤率を高める

からである。

第 2節から第5節との関連は， (3)と同様である。

(5) 固定資本の損耗の減少による節約

(3)と関連しているが，区別されるものとして，固定資本の損耗白減少による

節約がある o

「与えられた生産期間中り機械の損耗や 般に固定資本の損耗を減少させるもりは

すべて，個々四商品を安〈するだけでほなしこの期間に割り当たる資本投下部分を

減少させるJ28)

固定資本の損耗については第2巻第2篇「資本の同転」第8章第2節「固定

資本の諸成分，補填，修理，蓄積」却)ですでに指摘されているの

固定資本の損耗減少の基本性格は，機械の耐久度に起因しているので I不

者用刃句は点傍
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変資本を生産する労働の節約」であるが，他方 r不変資本そのものの充用上

の節約」としての性格をもっている，なぜなら，

「このような節約はただ結合労働者にとってのみ可能な0であって，しばしばいっ

そう大規模な作業ではじめて実現できるものだということ， したがってそれは労働

者たちのいっそう大きな結告を直接に生産過程で必要とするものだということであ

る，J'の

第 2節から第 5節との関連は. (3)と同様である。

(6) 生産手段生産部門の牛産力発展による節約

「不変資本を生産する労働の節約」の最後に， (1)(2)(3)(4)(5)を規定するものと

して，生産手段生産部門の生産力発展による節約がある。

第 1巻「機械と大工業」第l節「機械の発達」を前提にし-C. つぎのように

のべられている。

「このような商品目低廉きの大小は，それが生産物として出てくる生産部門におけ

る労働の生産性によって定まるのであって，それは同時に，生産手段としてのこの商

品によって生産され畠諸商品の低廉の条件tあるばかりでなしこの商品を安素とす

る不変資本目価値減少したがって利潤率増加百条件でもあるoJ31)

「この場合に資本家の充用不変資本。価値を相対的に減少させ，したがって利潤半

を増加させるものは，ほかの労働部門一一資本家に生産手段か提供する部門ーーにお

ける労働の生産力の発展である。J32J

第 2節から第5節との関連では，直接には，第4節，第5節に関係するが，

間接的には第3節にも関係している。

(7) 生産条件〔手段)の共同使用による節約

「不変資本そのものの充用上の節約」のまず第ーは，すでに指摘したように，

生産条件(手段〕の共同使用による節約である。

第 1巻第4篇「相対的剰余価値の生産」を前提にして，つぎのようにのべら

30) Op. cit.， K. III， S. 91， 103へジ。
31) 口lt.cit.， 1ζIII. S旦91-92，103へージP
32) Op. ciι. K. III， S. 92， 104ぺ-:/0
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れている。

第117巷第5.6号

「大規模生産を特徴づ円る生産諸条件の節約は，本質的には，これらの条件が社会

的なー←社会的に結合された一一労働の条件，つまり労働の社会的条件として機能す

ることから生ずる。それらは，全体労働者により生産過程で共同的に消費されるので

あって，多数り無連絡な またはたかだか小規模に直接に協業する 労働者によ

コて分散形態で消費されるのではない。 個または二個の中心発動機を備えた大工場

では，この発動機の費用は，その馬力Lたがってその可能的作滴範囲と同じ比率では

増加せず，伝動機の費用は，それによって運動を伝えられる作業機の分量と同じ比率

では増加せず，作業機体そのものの費用はそれが機能するための器官となる道具の数

の増加と同じ比率では増加しない。等々」戸〉

このような生産手段の集積とその大量充用から生まれる節約を可能にする前

提は，労働の社会的結台(労働者の集合，協同作業〕である。

第 3節，第4節，第5節においてこの内容が展開されている。

側、生産要素の不純化による節約

「不変資本そのものの充用上の節約」の第二の方法は. r生産要素の不純化」
(粗思生産要素の製造)(die Falschung der Produkt旧国elemente)による節約である。

この方法が「不変資本そのものの充用上の節約」に数えられるのは他人

の不払労働の最大可能な取得をできるだけ節約的な仕方でーーすなわち与えら

れた生産規模のもとでできるだけわずかの費用で←一一実行することにあるIか

らである。つぎりようにのべられている。

「この〔生産手段の節約にたいする資本家の〕熱狂ぶりは，逆に，生産要素の不純

化にも現われる。それは，可変資本に比べて不変資本の価値を引き下げることによっ

て利閏率台高めるための土要な手段なのである。そりうえさらに，このような生産要

素をその価値よりも高〈売るということが，こり価値が生産物むなかに再現するかぎ

りでは詐欺の重要な要素として加わって〈る。」引

33) 0ρ c<ム.K. II1. S. 89. 100ペジ。
31) Op. cit.， K. III， SS. 93-91， 105へジ。
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「生産物の不純化」はすでに第1巻に数多くの指摘がある。

第 4章「貨幣の資本への転イ七」第3節「労働力の売買」注目で，後払い賃金

による労働者の力の弱さが，パンの不純製造品，買入の条件であるとされてい

る。

第8章|労働日」第3節「搾取の法的制限のないイギリスの諸産業部門」で

は，労働条件の悪さが不純物混込町原因の一つであるとされている叱

さらに第22草「剰余価値の資本への転化」第4節[資本と収入とへの剰余価

値の分割比率とは別に蓄積の規模を規定す呂諸事情」注55では「医療品の不純

化」までもが指摘されている。

「不変資本充用上の節約」では，これらの分析を前提に L，かつまた規定す

るものとして，生産物の不純イr，が， 1市動不変資本の価値を引き下げ.生産要素

をその価値よりも高〈売り，利潤率を高めるものとして位置つけられている。

今日の有害食品問題は，その他の契機によるものも含まれるが I生産要素

の不純化」として位置づけられるものが多い。

生産要素の不純化による節約は，同じ「不変資本そのものの充用上の節約」

でも， (7)とはちがって，本来投下されるべき不変資本が投下されないことによ

ってお乙るものであり，のちに考察するように，事例としては，第2節に関係

している。

(9) 労働者を犠牲としての労働条件の節約

「不変資本そのものの充用上の節約」の最後に労働者を儀牲としての労

働条件の節約」が数えられる。

通市 I不変資本充用上の節約Jの典型例とされているものである。

第 5章「不変資本充用上の節約Jのなかですでにのべた， (1)から(7)までの節

約は，不変資本充用上の節約が，労働者に無関係なものとしてあGbhiが，
「労働者を犠牲としての労働条件の節約」は，反対に，労働者に無関係なもの

としてはあらわれないu つぎの上うにのべられている。

35) Op 日 t.，K. 1， S. 263， 32-1ベージ。注目，注76をも審問.



106 (416) 第lJ7巻第5・6号

「とはいえ，それは，一方にある労働者すなわち生きている労働0担い手と，他方

でり彼自労働条件。っ経済的な，すなわち合理的で節約的な充用との聞の，疎外や旬、関

心だけではすまない。資本主義的生産様式は，矛盾をはらんだ対立的なその性質によ

って， 労働者り生命や健康白浪費を， 彼り生存条件そりもりの圧し下げを， 不謹:資

本充用上白節約のうちに数え，したがってまた利潤率を高〈するための手段白うもtこ

数えるところまで行〈のである。 とのような設備をするとと出，資本家の立場か

る。

らみれば，なん白目的も意味もない浪費なりであろう。およそ資本主義的生産は，あ

りとあらゆるけちくささにもかかわらず，人間材料についてはどこまでも浪費をこと

とするのであって，それほ，ちょうどs こD生産様式が他方では，そD生産物を商業

をつうじて分配する方法や競争というやり方のおかげで，物質的手段を非常にむだ使

いするのと同じで，一方で個々の資本家にもうけさせるものを他方で社会の損失にす

る。J~6)

「労働者を犠牲としての労働条件の節約」は第l巻に豊富な分析， 事例があ

第 8章「労働日」では， 第 2節「剰余労働への渇望」汽 第 5節「標準労働

日のための闘争」拙である。

第四章「機械と大工業」では， 第 4 節「工場J39)~ 第 8節「大工莱によるマ

ニュファクチュ/， 手工業， 家内労働の変革」叫， 第 9節「工場立法， イギリ

36) 0ρ cit.， K. IlI， SS. 96-97， 108-109ベージョ 院長は引用者，傍点自k骨は大月書庖肱向腹訳
(1967年脹， 106へージ〕ともに誤訳である。すなわち，大用書百版ではこうなっている。|物質

的手段を非常にむだ使いしていながら一方で個々白資本家にもうけさせるもDを他方で社会の損
失にする白と同じことなのである.Jところで，宮本憲一『社会資本論j (1967年， 164ベ ゾ〉
は，この部分そ「社会的費用論」の担拠の一つにされているが.r社会。損失」明会的揖失〕と
「社会的費用」は同一物ではない。のちに社会的費用の中心とされている発生源対策費と「社会

ー.的損失Jとは， 概念的にも量的にも全〈別である図三L空耳の発生源対東費をおしむ「資本のけち

〈ささ」が，莫大な「社会の損失」を生んでいる事実こそが『資本論』のこの部分の意味なので
ある。なお， 改訂版 r社会資本論Jl(1976年〉における社会的費用論り慎正も古めL 富本教授
の社会的費用論の批半肋守検討を21]稿でおこなう予定である。
37) 0ρ ot.， K. I， S. 253， 310へジ。
38) 口ρ cit.，K. 1， S. 281， 34，7ベジo 5S.2邸-286，353へージ。
39) Opαt.， K. 1， S. 448， .5訂'，，-，-:)/。注 190a，191， 192 

40) Op. cit.， K. 1， S. 486， 603ペ 三九 S.488， 606へージ。 S.494， 613ページロ
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スにおけるその一般化J4Dである。

第15章「労働力の価格と剰余価値との量的変動」では，第4節「労働の持続

と生産力と強度とが同時に変動する場合」却である。

第23章「資本主義的蓄積の一般的法則」では，第4節「相対的過剰人口の種

々の存在形態」叫，第5節「資本主義的蓄積の一般的法則の例解J44)である。

「不変資本充月上の節約」としての「労働者を犠牲としての労働条件の節

約」は，これらの分析をふまえて，利潤卒り視点から位置づけなおしたもので

ある。

「労働者を犠牲としての労働条件の節約」は I労働者の存在s 生活条件と

しての生産条件の節約」であり，労働者に直按関係あるものとしてあらわれ，

「不変資本そのものの充用上の節約Jとして位置づけられる制。

IV 資本の廃物に対する関係

以上の分析をふまえて，資本の廃物に対する関係について整理してみよう。

すでにみたように I生産上の廃物の利用」は不変資本を生産する労働

の節約」という「不変資本充用上の節約」として位置づけられる。

原料を加工するときに平均的にむだにならざるをえない廃物は，原料費とし

て算入されていた。なぜなら，原料は，労働過程には一部分ずつしかはいれな

いのに，価値増殖過程には全体と Lてはいり，原料の 部分の「死滅」 αJnter-

41) Op. ciムK.1， S. 505， 627ヘヅU

42) 口ρ cit.，K. 1. S. 552，686-' ジ。
43) Qp. cit.， K. I. S. 673， 838ペーシ。
44) 口)t.cit.， K. 1. S. 695， 868ベジ。

45) 和UIR川治夫氏は，マルクメによる「不変資本充用上の捕約」として， 10例に整理されている。
(前掲論文， 49へ ジ〕本稿の分類との差違を示せば，氏の171不変資本そのものの節約， (9)発明
による節約，は他の事例と並列されるものではない。 また， 氏の分類では， 本摘の141原料，補
助材料の良さによる節約がないロ本稿の分類は，すでに示してきたように，まず「不変資本を生
産する労働の節約」と「不草皆本そのも白白充用上の師約」を匹買fし，言ij者に111から(6)，持者に
171から1'1が位置づけられ，その各々が，第2節から第§節の事例と複色的に関連しているo (表
参照〉



108 (418) 第 117巻第5・6号

gang)'t6lが生産の条件になっているからである。

ところが，それが再び売れるものになる程度に応じて，その商品には価値移

転しないで再び売られるようになった新たな商品に価値移転され，以前の商品

に価値移転する不変資本が減少し，実質上，労働の生産力が上昇し，商品量が

増大し，個別価値が下落したのと同じ結果になる。

そのさいの廃物の再利用の費用は，廃物が新たな生産要素になる場合も，そ

れが再び売れるものになる場合も，科学進歩を無償でとり入れるので i先だ

っ資本投下を必要としないで新たな資本素材をつくりだす」叫が， 廃物を利用

する新たな不変資本投下が必要になる。したがって，廃物化をともなう商品に

廃物分の価値として価値移転されていた部分と，新たな不変資本が，新たに廃

物を利用する商品に追加的に価値移転される上うになるu 資本が廃物を利用す

るのは，以上の条件を考慮して，利潤率の上昇につながる場合だけである。と

れによって，廃物を生vみ出す側の資本も左右され，廃物量も規定される内

以上の生産上の廃物を再利用することによる廃物節約と区別されるのは，廃

物を出さないようにする節約である48L

生産上の廃物を最小限にまで減少させ，生産に入りこむすべての原料および

補助材料を最大限まで直接に利用することである。廃物を出さないようにする

節約は，一部分は，充用される機械の品質によって制約され，一部は原料その

ものの品質に依存する。

「原料そのもDの品質ば苔らに，一部分は，原料を生みだす採取産業および農業。

発展によってf制約されており，一部分は，原料が加工業に入りこむまでに通過する諸

過曜の発達によって制約されている」明

乙のように，廃物を出さないようにする節約には，新たな不変資本投下をと

もない，労働過程に参加することのない，すなわち使用価値になることのない

46) Op. cit.， K. 1， S5. 219-220， 268ペジ。
47) 0ρ cit.， K. T， S 問2，明9ベ 三人
48) 0ρα't.， K. III， S. 112， 129ヘク。
49) 0，ρ dt.， K. 111， S. 112， 130へージ.
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価値部分が減り，実質上，労働の生産力が上昇し，商品量が増大し，個別価値

が下落したのと同じ結果になっても，費用価格が上昇し，したがって，利潤率

が下がる場合があり，また原料価格の水準，変動も加わって， ζの場合も，基

準は利潤率となる。もちろん，このととは，資本が競争上，個別価値を下げる

ために廃物を出さないように節約し，短期的に利潤率を下げることを排除する

ものではない。

最後に，公害士もたらす廃物の排出を防止Fる公害防止設備の節約について

検討す昌。

すでに. ill(9)でみたように I労働者を犠牲にした労働条件の節約」と同じ

種類に，この廃物の排出に上る公害を生みだす，生産条件の節約があるu 廃物

排出による被害をうけるのは，労働者だけではなく，農民，勤労人民も含まれ

ているが. ここでは労働者に含めて r作業場外の労働者を犠牲にしての生産

条件の節約」と規定できるであろう珂)。

第1巻第23章第5節「資本主義的蓄積の一般的例解」において I蓄積の諸

法則の十分な解明のためには，作業場の外での労働者の状態，食い物や住まい

の状態も考察しなければならないJ51)とされているが，作業場内での労働者を

犠牲にしての労働条件の節約に対して，廃物排出防止設備の節約による公害の

発生は I作業場外の労働者を犠牲にしての生産条件の節約」と規定できる。

この節約は労働者を犠牲にしての労働条件の節約」と同様に r不変資

本そのものの充用上の節約Jであり，本来投下すべき不変資本の節約から生ず

る点で，生産上の廃物の利用による節約， 廃物を出さないようにする節約〔不

変資本を生み出す労働日節約という性格をもっ，不変資本充用より節I!j)から区別され

る。

また作業場外。労働者を犠牲にしての生産条件の節約Jは I労働者を

50) 利限川治夫氏は，これを「梢費過程にある労働者を犠牲としての不変資本田節約」とされてい
る. (前↓国論y，48へ ジ〕ここで，氏の規定をとらないのは. I消費の廃物による公害」およ
び「商品の使用から生じる情費過程の公害」との混同をさけるためである。
51) Op. cit.， K. 1， S. 683， 852ペーνー傍点は引用者。
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犠牲にしての労働条件の節約」と，本来投下すべき不変資本の節約である「不

変資本そのものの充用上の節約」という点、で共通であるが，前者は必ずしも後

者を発生させず，後者は必ずLも前者を発生させない。したがって，概念上区

J.jIJできる。

資本は社会によって強制されないかぎり i作業場外の労働者を犠牲にして

の生産条件の節約」すなわち「不変資本そのものの充用上の節約」を変更しな

い。なぜな b，この節約をやめる ιとは利潤率を低下させるからである。

しかし， 資本は一度乙れを強制されると i生産上の廃物の利用による節

約」と「廃物を出さないようにする節約Jによって i不変資本そのものの充

用上の節約」を転化して i不変資本を生産する労働の節約」を追求し，利潤

率の低下をとどめようとするのであるυ

しかし，はじめから，資本が全面的にはζれを追求しないのは i生産上の

廃物の利用による節約」と「廃物を出さないようにする節約lの基準が利潤率

にもとづいているからであり，したがって，廃物利用および廃物排出節約が慾

意的，部分的，肢行的になるからである。

以上の内容を表に示しておく。

表

【第5章の構成〉

CIl 不変資本を生産する労働の節約(不変資本町生i>i?に克用きれる社会的労働の搾

取にもとづく節約)

(1) 生産上の廃物の利用 (4，5節)

(2) 流通期聞の短縮から生ずる不変資本投下回節約 (5節〕

(的機械の不断の改良から生ずる節約 (3，4， 5節〉

(4) 原料，補助材料の良さによる節約 (3，4， 5節〕

恒) 凶定資本の損耗の減少による節約 (3，4， 5節)

(6) 生産手段生産部門の生産力発展による節約 (4，G節〕

Cllコ 不変資本そのものの充月上の節約
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(竹生産朱件目共同使用による節約 (3，4， 5節〕

(8) 生産要素の不純化による節約 (2節〕

(9) 労働者を犠牲としての労働条件の節約 (2節〕

E資本の魔物に対ずる関係1

CIコ不変資本を生産する労働田節約

(1) 生産 kの廃物の利用

(1)'島物を出さないようにする節約

(11コ不変資本そのものの充用上の節約

(421) 111 

(9)' 作業場外の労働者を犠牲にしての生産条件の節約(有害廃物排出防止設備の節

約)


